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9. 研究実績の概要

分子の光励起状態とその緩和過程に関する科学は、多様な自然界の光反応の理解にとどまらずエネルギーや環境技術の基盤として、ま
たセンサーやメモリーなどの情報技術の基盤としても研究が進められている。本研究では、光反応量子収率が１００００％を超える超
効率反応系の構築に向けて、高効率反応性を有する分子材料の開発とともに、その自己組織構造と半導体や金属などのナノ結晶との接
合界面の光反応を利用する新しい光反応分子システムの構築にとり組んできた。特に平成27年度には、前年度に構築された高効率反応
系の詳細な検討を進め、反応量子収率１００％を示す新たな反応系の構築に成功したほか、電子移動反応によって異性化反応を示す新
しい分子材料について１０００００％を超える超高効率で異性化反応が可能であることを見出した。さらに高効率異性化反応を利用し
た光酸発生剤の有用性に関して、高分子の光重合に成功した。また、ナノ結晶の形成と界面での電子移動過程について、反応条件の検
討に着手した。

    （１／６）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

計画に従って研究は順調に進展している。新しい光酸発生に関する成果はJACS誌に掲載されるとともに、同誌のSoptLightに選出され
るなど世界的に注目を集めている。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)自己組織化ナノ結晶

フォトクロミック分子 光異性化 高次複合光反応 反応量子収率

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策

引き続き超高効率反応系の構築に向けて研究を進めてゆく。ナノ結晶の自己組織化やナノ結晶表面への分子自己組織構造の導入などに
注力するほか、高効率の異性化分子の開発を進める。またナノ結晶とフォトクロミック分子の相互作用などの点については条件最適化
などの選択肢が多いため、研究の一層の推進に向けて研究体制の充実化を検討する。

（今後の推進方策）

    （２／６）
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16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究： 国際共同研究である
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